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私
は
小
中
学
校
時
代
、
生
粋
の
ゲ
ー
ム
少
年

で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
視
力
の
著
し
い
低
下

も
経
験
し
た
。
し
か
し
、
私
が
中
大
の
文
学
部

生
と
し
て
経
験
し
て
い
る
こ
と
の
起
源
は
、
か

つ
て
遊
ん
で
い
た
ビ
デ
オ
ゲ
ー
ム
に
帰
す
る
の

で
あ
る
。
当
時
の
私
が
特
に
の
め
り
込
ん
で
い

た
作
品
の
中
に
、任
天
堂
の
「
ど
う
ぶ
つ
の
森
」

シ
リ
ー
ズ
が
あ
る
。そ
の
魅
力
の
一
つ
は
、ゲ
ー

ム
内
に
お
い
て
家
具
等
を
自
由
に
カ
ス
タ
マ
イ

ズ
で
き
る
自
宅
の
存
在
で
あ
る
。
私
は
家
具
の

中
で
も
、
絵
画
や
彫
刻
な
ど
の
美
術
作
品
や
、

楽
器
や
音
源
な
ど
の
音
楽
関
連
の
品
を
熱
心
に

収
集
し
、
部
屋
に
飾
っ
て
い
た
。
こ
の
頃
か
ら

私
は
、
多
様
な
造
形
と
表
現
で
五
感
の
世
界
を

拡
大
し
て
く
れ
る
美
術
や
音
楽
と
い
っ
た
芸
術

に
、
大
き
な
魅
力
を
感
じ
て
い
た
。

高
校
生
の
時
に
は
、
ま
る
で
物
語
の
よ
う
に

進
ん
で
い
く
世
界
史
に
惹
か
れ
た
。
そ
し
て
、
芸

術
好
き
が
転
じ
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
文
化
史
に
興

味
を
持
っ
た
。
大
学
で
は
文
化
の
側
面
か
ら
歴

史
を
よ
り
深
く
学
び
た
い
と
考
え
、
圧
倒
的
に

充
実
し
た
施
設
を
有
す
る
中
央
大
学
多
摩
キ
ャ

ン
パ
ス
の
文
学
部
・
西
洋
史
学
専
攻
に
入
学
し

た
。
そ
れ
か
ら
の
私
の
学
生
生
活
は
、
芸
術
で

満
ち
て
い
る
と
表
現
し
て
も
過
言
で
は
な
い
。

そ
の
根
拠
の
一
つ
は
、
学
芸
員
の
資
格
課
程

で
あ
る
。
学
芸
員
と
は
、
博
物
館
に
お
け
る
資

料
の
収
集
・
保
管
・
展
示
に
重
要
な
役
割
を
果

た
す
専
門
職
員
で
あ
る
。
学
芸
員
資
格
課
程
で

は
、
実
務
経
験
の
あ
る
教
員
に
よ
る
講
義
を
通

し
て
、
博
物
館
の
基
礎
知
識
か
ら
、
実
務
作
業

の
実
践
体
験
ま
で
、
博
物
館
に
関
わ
る
幅
広
い

学
び
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。
私
は
大
学
1
年
生

の
時
に
た
ま
た
ま
訪
問
し
た
恐
竜
の
展
覧
会
を

き
っ
か
け
に
、
世
界
中
の
遺
産
や
芸
術
品
を
目

の
当
た
り
に
で
き
る
博
物
館
と
い
う
場
所
に
、

す
っ
か
り
没
頭
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
博

物
館
に
つ
い
て
学
べ
る
と
い
う
の
だ
か
ら
、
学
芸

員
課
程
を
履
修
し
な
い
と
い
う
選
択
肢
は
、
私

に
は
な
か
っ
た
。
同
課
程
で
は
そ
の
集
大
成
と

し
て
、
3
年
次
に
実
際
の
博
物
館
で
の
館
園
実

習
を
行
う
。
私
は
東
京
都
・
新
宿
区
に
あ
る
民

音
音
楽
博
物
館
に
て
実
習
を
行
っ
た
。
同
館
は
、

楽
器
を
は
じ
め
と
す
る
多
様
な
音
楽
資
料
を
所

蔵
す
る
音
楽
博
物
館
で
あ
る
。
実
習
の
中
で
特

に
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
、
ほ
か
の
実
習
生
と

共
同
で
行
っ
た
、
音
楽
資
料
と
し
て
の
楽
器
を

用
い
た
展
示
創
設
作
業
で
あ
る
。
展
示
の
主
題

を
決
め
、
そ
れ
に
沿
っ
て
選
ん
だ
楽
器
が
最
も

効
果
的
に
展
示
さ
れ
る
よ
う
に
工
夫
す
る
と
い

う
作
業
は
、
大
学
で
学
ん
だ
知
識
や
技
術
を
実

社
会
に
応
用
す
る
貴
重
な
経
験
と
な
っ
た
。

中
央
大
学
文
学
部
の
芸
術
性
は
、
普
段
の
講

義
に
も
見
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
私
が
か
つ
て

履
修
し
た
演
習
型
講
義
「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
社

会
」
で
は
、
履
修
生
が
、
国
内
外
の
博
物
館
に

関
わ
る
社
会
問
題
に
つ
い
て
、
個
人
お
よ
び
グ

ル
ー
プ
で
、
調
査
・
考
察
・
発
表
を
行
う
。
そ

の
問
題
と
は
、政
治
、思
想
、歴
史
、教
育
、ジ
ェ

ン
ダ
ー
、
お
金
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
包
摂
、
多

文
化
共
生
、
脱
植
民
地
主
義
な
ど
で
あ
る
。
私

は
こ
の
講
義
の
個
人
発
表
に
お
い
て
、
文
化
財

返
還
問
題
を
扱
っ
た
。
同
問
題
は
、
植
民
地
時

代
な
ど
に
不
当
に
略
奪
さ
れ
た
文
化
財
を
本
来

の
場
所
へ
返
還
す
る
動
き
で
あ
る
。
私
は
、
発

表
の
た
め
に
文
献
等
を
調
査
す
る
う
ち
に
、
文

化
財
返
還
問
題
を
卒
業
論
文
の
研
究
テ
ー
マ
に

し
た
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
文
化
財
返
還
問
題
を
調
査
す
る
た
め
、

私
は
3
年
次
の
夏
休
み
に
イ
ギ
リ
ス
へ
渡
航
し

た
。
初
め
て
の
ひ
と
り
海
外
で
あ
る
。
対
象
地

域
に
イ
ギ
リ
ス
を
選
ん
だ
理
由
は
、
文
化
財
返

文
学
部
人
文
社
会
学
科
西
洋
史
学
専
攻
3
年
／
私
立
工
学
院
大
学
附
属
高
等
学
校
（
東
京
都
）
出
身 

田た

く

ら倉 

主ち

か

ら税

文
学
部
は
芸
術
性
で
満
ち
て
い
る
！

TAKURA 
CHIKARA
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1  館園実習で創設した「楽器の裏」展　2  イギリスにあるロゼッタストーン　
3  白門祭に向けた試作会　4  学外の楽団ではチューバを担当

還
問
題
を
捉
え
る
時
に
最
も
よ
く
話
題
と
さ
れ

る
大
英
博
物
館
が
イ
ギ
リ
ス
に
所
在
し
て
い
る

か
ら
で
あ
る
。
渡
英
に
際
し
て
は
、
文
学
部
の

学
外
活
動
応
援
奨
学
金
を
利
用
し
た
。
円
安
と

ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
に
よ
っ
て
燃
料
費
等
が
高
騰

す
る
中
、
同
奨
学
金
は
、
活
動
実
現
の
た
め
の

大
き
な
助
力
と
な
っ
た
。
私
は
現
地
で
、
大
英

博
物
館
を
は
じ
め
と
す
る
い
く
つ
か
の
博
物
館

を
訪
問
し
、
展
示
状
況
の
調
査
活
動
を
行
っ
た
。

そ
の
結
果
、
文
化
財
返
還
問
題
の
展
示
に
つ
い

て
、
植
民
地
主
義
な
ど
の
よ
り
大
き
な
問
題
に

内
包
さ
れ
が
ち
な
傾
向
や
、
各
館
の
展
示
意
欲

に
明
確
な
濃
淡
が
み
ら
れ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

中
央
大
学
の
芸
術
性
は
、
サ
ー
ク
ル
活
動
に

も
反
映
さ
れ
て
い
る
。
私
は
、
料
理
は
ま
さ
に

芸
術
だ
と
考
え
て
い
る
。
手
を
動
か
し
、
芸
術

作
品
と
し
て
の
絵
画
や
彫
刻
等
を
制
作
す
る
と

い
う
流
れ
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
材
料
を
掛
け
合
わ

せ
、
お
い
し
く
て
美
し
い
料
理
を
作
る
と
い
う

流
れ
と
、
ち
ょ
う
ど
一
致
す
る
だ
ろ
う
。
従
っ

て
こ
こ
で
は
、
私
が
所
属
し
て
い
る
製
菓
研
究

会
「
銀
月
」
に
注
目
す
る
。
銀
月
は
、
月
に
2

回
、
市
民
セ
ン
タ
ー
の
調
理
室
で
の
活
動
日
を

設
け
、
希
望
者
が
参
加
し
、
お
菓
子
や
料
理
を

作
る
サ
ー
ク
ル
で
あ
る
。
白
門
祭
で
は
、
集
大

成
と
し
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
ケ
ー
キ
を
販
売
し
た
。

今
年
は
、
コ
ロ
ナ
禍
以
降
初
と
な
る
カ
フ
ェ
形

式
で
、
バ
ス
ク
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
や
紅
茶
の
ア
ッ

プ
ル
タ
ル
ト
な
ど
を
提
供
し
た
。
大
盛
況
で
は

あ
っ
た
も
の
の
、
制
約
の
多
い
条
件
下
で
の

ケ
ー
キ
製
作
は
、
そ
の
完
成
数
を
大
き
く
制
限

し
た
。
そ
の
た
め
、
す
ぐ
に
完
売
し
、
来
店
し

て
く
だ
さ
っ
た
お
客
さ
ま
に
何
も
提
供
で
き
な

い
と
い
う
状
況
が
生
じ
て
し
ま
っ
た
。
来
年
度

以
降
は
、
一
つ
で
も
多
く
の
ケ
ー
キ
を
製
作
・

提
供
で
き
る
よ
う
、
運
営
の
さ
ら
な
る
効
率
化

が
課
題
と
し
て
残
さ
れ
た
。

今
年
度
を
も
っ
て
銀
月
を
引
退
し
た
私
に

と
っ
て
、
来
年
度
の
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
と
い
え

ば
、
卒
業
論
文
、
就
職
活
動
、
教
育
実
習
、
所

属
楽
団
の
演
奏
会
で
あ
る
。
ど
れ
に
向
き
合
う

際
に
も
、
文
学
部
で
獲
得
し
た
経
験
を
常
に
活

用
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

対面で会える場として
「わーすごい、面白い」高校生の歓声

が聞こえます。心理学専攻では、特別
公開講座や施設見学会の研究室ツアー
で「こころの不思議を体験してみましょ
う」（写真参照）ということで、逆さメガ
ネ（上下が逆さに見える眼鏡）をかけて
の的当てゲームや、マネキンの偽物の
手を自分の手のように錯覚するラバー
ハンド錯覚など、認知心理学の簡単な
実験を体験してもらっています。大学
に入学すると、面白かった体験を「なぜ
そのような現象が起きるのか」論理的に
学問として学んでいきます。心理学専
攻には 7 名の教員がおり、認知心理学
のほか、臨床心理学、発達心理学、神
経心理学などの分野を学ぶことができ
ます。3 年生でゼミに配属されると、そ
れぞれの分野について専門的に学び、4
年生で集大成として卒論を執筆します。
心理学研究室には、心理学に関する図
書や雑誌が約 2 万冊あり、必要な資料
をすぐに手に取ることができます。雑
誌論文を読むことが重要ですので、購
入している雑誌のタイトル数が多いの
が特徴です。閲覧スペースでは通常程

度の会話は許可さ
れていますので、
苦手なことやわか
らないことがあっ
ても協力し合って
解決することができます。

2020 年に新型コロナウイルスの感染
が拡大し始め、4 月からは学内への入構
が制限されて授業もオンラインになり
ました。対面授業が再開された時は学
生同士がうまくコミュニケーションを取
れるか少し心配しましたが、時々 Zoom
などのオンラインで集まっていたそう
で、そのまま抵抗なく対面でのコミュニ
ケーションにつながったようです。デ
ジタルネイティブ世代の柔軟性に感心
しました。これからはオンラインの良い
所を利用しつつ、対面で会うことがで
きる場として心理学研究室を利用して
もらえたらと思っています。2020 年度
に入学した学年が今年の 3 月に卒業に
なります。皆さんの柔軟性を生かして
新しいことに挑戦していってください。

西
に し ま き

牧 あかね
文学部事務室

（心理学研究室）


